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　今年度も3ヶ月を余すだけとなりました。
　一年で、この3ヶ月こそが、過去から未来へ
続くクラブの歴史を確固たるものにできるか
どうかの大切な要の時期です。

　D．K．Lee RI会長は、最近の書簡の中で、日本の会員増強・維持
の現状を心配しておられます。
　会員基盤の強化を「数」として考えた場合、残念ながら今年度
もこれまでの流れと変わらず、会員減少に歯止めが掛かってい
ません。2月の後半に入り、5つのクラブから12月の会員数が訂正
され、退会者が12名追加されました。従って、12月末に99名では
なく111名の退会者が出たことになります。「6月末を基準」とし
て集計すると、226名の新会員の入会がありましたが、退会者は
245名となり、とうとう12月末現在、純減19名となってしまいま
した。5月末に55名の退会者、12月末に111名の退会者を出したと
いう現実を重いものと受け取らなければなりません。
　退会の原因はいろいろ考えられますが、外部的な要因よりは
内部的要因を問題にする必要があると思います。会長始めクラ
ブ指導者は一人ひとりの会員の状況を正確に把握し、理解して
下さい。長期欠席者をそのままにしていないでしょうか。
例会を休みがちな会員の中に、ロータリー活動を続けるかどう
か迷っている方がいないでしょうか。
毎年6月と12月の節目の時期になると、何故退会者が多く出てし
まうのか、もう一度この時期に話し合ってみて下さい。

　清原会員増強･拡大委員長の今月のウェブサイト上の委員会
活動通信の記事を是非お読み下さい。ロータリーの原点は「思い
やりのこころ」です。そしてロータリーとは、職業倫理を重んじ
る実業人、専門職業人の集まりですから、何よりも大切なのが
「職業倫理」です、と述べています。会員基盤の強化は一人ひとり
の問題です。
　今こそ、例会や炉辺会合といったロータリーの日常の中で、会
員同士がお互いに刺激し合って、意識的に職業倫理を育てるこ
とが大切です。ロータリーの会員基盤の強化はロータリアンの
職業倫理の強化なくしては実現できません。

　標準ロータリー･クラブ定款第5条に四大奉仕部門が規定さ
れ、国際ロータリーの長期計画の7つの優先項目のひとつとし
て、ロータリー独特の職業奉仕の取り組みを強調している今、も
う一度、クラブにとって職業奉仕とは何なのか、一人ひとりのロ
ータリアンにとって職業奉仕とは何なのか、を真剣に考える時
期です。
　「職業奉仕に関する声明」に「職業奉仕は、ロータリークラブとク
ラブ会員両方の責務である」とあります。そして、クラブ会員の役割
の一つに、ロータリーの原則に沿って「自らと自分の職業を律する
こと to conduct themselves, their businesses and their professions」
とあります。ロータリアンが自ら職業人としての人格･品性を磨
き上げる責務があることを意味しております。ここに会員基盤
の強化と職業奉仕の関係についてのヒントがあります。

　シェルドンの商業資本主義の時代と自己中心的な拝金主義が
横行する金融資本主義の今とでは職業奉仕は違ってきていま
す。「自らと自分の職業を律すること」が今ほど会員に求められ
ている時期はありません。顧客や職業に関係した人に対する対
外的なサービスによって、結果として職業倫理が高められて行
きますが、会員自らが職業人として、「自らと自分の職業を律す
る」ことが大前提となります。
　一言で「職業奉仕は職業を通じて社会に奉仕すること」といい
ますが、その繰り返しの中に自己研鑽と自己反省の反覆がなけ
ればなりません。自らの職業を通じて「自己実現をしながら」社
会に奉仕するのでなければなりません。ここにロータリアンと
しての生き甲斐を見いだすことができるのです。これが、結果と
して会員維持に繋がるのです。
　一方クラブは、会員基盤を強化するという意味で「質の高い職
業人」を育てる工夫を意識的に考える必要があります。クラブの
役割として、模範例を示すことや、会員の職業を生かすようなプ
ロジェクトを開発しなければなりません。職業奉仕におけるク
ラブと会員の各々の役割の違いを明確に把握することが大切で
す。会員の数をいくら増やしても、このことができなければ会員
基盤の強化に繋がりません。あと3ヶ月、会員基盤強化のために
何をなすべきか、お互い真剣に考えましょう。
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再び会員基盤の強化を!  ̶ 職業奉仕との関連で ̶

国際ロータリー第2750地区 2008－09年度 ガバナー　新藤 信之

ガバナーからのお知らせ
　2009年5月7日（木）、地区親睦委員会主催の第一回「趣味の交流
会」を開催致します。
2008－09年度活動報告と「囲碁」「コーラス」「自動車」を中心とし
た親睦の会です。
　ロータリークラブの新しい活動の場を広げるとともに、クラブ／
地区を越えたロータリーの新しい交流を築くきっかけを作ること
を目的としております。
　主なプログラムは、市ヶ谷日本棋院での「囲碁大会」とホテルオー
クラでの次世代自動車とクラシックカーの展示を交えた「講演：環
境を考える次世代の自動車」及び「クラブコーラス」です。
多くのロータリアンの参加を期待しております。
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　WBC（野球国際大会）で、日本チームが優勝したことは、大変盛上がり
喜ばしいニュースとなりました。　我が第2750地区の「グアム地区大
会（グアム地区大会は10年に一度）」も国際交流豊かに開催され、その盛上が
りの様子を特集として今号の2ページに掲載しております。
　3月10日（火）・11日（水）には次年度（2009－10年度）のPETSが開催
され、さらに4月21日（火）には地区協議会が開催されます。

いよいよ2009－10年度への準備が本格化してきました…。
地区ホームページにそれらの様子を掲載する予定となっております。

　新藤年度の年次報告書作成も第1回の会議があり、動き出しました。
また皆様への寄稿依頼等もありますので、引続きご協力をお願い申し
上げます。

2008－09年度 ガバナー月信・IT委員会 委員　竹平　時彦（東京大森RC）

雑 誌 月 間
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 Reinforce the Membership Base Again 

- In relationship with the Vocational Service - 

 

There are only three months left this Rotary year. 

These three months in one year are important period whether this history 

of the Rotary Club from the past to the future can be made steady or 

not. 

D. K. Lee of RI President has worried about the current status of the 

Japanese Membership reinforcement and sustaining. 

When the reinforcement of Membership Base is thought of as the number, 

this year has not been regrettably changed until now and not put a brake 

on decreasing the membership. In the latter half of February, five(5) 

Rotary Clubs showed to update the number of members and add twelve(12) 

members to withdraw. 

Therefore, 111 members, not 99 were withdrawn at the end of December. 

On making up the memberships based on the end of June, 226 members were

newly enrolled, 245 members were withdrawn and at last 19 members came 

to a net reduction. We have to deeply recognize the fact that 55 members 

were withdrawn at the end of May and 111 members ware at the end of 

December. 

There are many reasons to withdraw from the Rotary and we need to raise 

the problems on the internal factors rather than the externals.  The 

president and the club leader have to recognize the status of each member 

correctly. Do you let leave a long absentee alone? Do you have members 

who lose the way to continue the rotary activities in your members who 

are apt to absent the regular meeting? Please talk together in your 

club why the withdrawers increase at the end of June and December every 

year. 

Please read carefully the article of the Membership 

Development/Extension Committee activities on the web site described 

by Mr. Kiyohara of the Chairperson of this Committee. Rotary is 

Thoughtfulness of and helpfulness to others  . The Rotary is a group 

of businessman and professions who put a high value of ethics in business 

and professions and the most important thing is ethics in business and 

professions. The reinforcement of membership strength is a problem for 

each Rotarian. On the daily life of the Rotary regular and fireside 

meeting, each Rotarian mutually stimulates and intentionally grows 

ethics in business and professions. The reinforcement of Membership 

Base in Rotary can not be achieved without the strength of ethics in 

business and professions of the Rotarian. 

Chapter 5 of the Standard Rotary Club Bylaws regulates Four Avenues 

of Service and emphasizes to work on the Rotary original vocational 



services as one of seven priority items on Strategic Plan of the Rotary 

International. It is time to think over earnestly what the vocational 

service is for the club and each Rotarian again. 

Statement of Vocational Service describes that Vocational Service is 

the responsibility of both a Rotary Club and its members. One of the 

roles of the Club member is to conduct themselves, their businesses 

and their professions in accordance with Rotary principles. 

This means that the Rotarian has a responsibility to build up 

personality and dignity as the professional person. So there is any 

hint for the relationship between the reinforcement of membership base 

and the vocational service. 

The vocational service is different between the age of the financial 

capitalism that is rampant under the egotistic mammonism and the age 

of the commercial capitalism of Arthur Frederick Sheldon. It is just 

a time to make the rotary members acquired to conduct themselves,their 

businesses and their professions. The professional ethics are 

increased as a result by the external services for the person who is 

related with the customer and the profession and it is a premise that 

themselves, their businesses and their professions are conducted. 

We say one word that the vocational service gives a service to the 

society by the profession, but there are self-study and repetition of 

self-regret on the repetition. We have to contribute the society in 

order to self-fulfill through one s profession. And we can find out 

the reason for living as a Rotarian. This makes the membership 

preserved. 

On the one hand, the club also needs to intentionally think of idea 

in order to bring up the high quality profession as the strength of 

the membership base.  The role of the club is to implement and encourage 

the objective by example and by development of projects that help 

members contribute their vocational talents. It is important that the 

club definitely grasps the difference between the club on the vocational 

service and each member’s role. If the club can not do the above whether 

the club increases the number of the members, the reinforcement of the 

membership base is not performed. 

 

 

 





　「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50周年記念事業の一つとし
て1970年に創立された皆様の資料室です。ロータリー関係の貴重
な文献や視聴覚資料など、2万余点を収集・整備し皆様のご利用に備
えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の
出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。
また、一部資料はホームページでＰＤＦもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますの
で、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。

文庫通信 （258号）

4
2008-09

4
2008-09

〒105-0011　
東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3Ｆ
TEL(03)3433-6456　FAX(03)3459-7506 
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後5時　休館＝土・日・祝祭日

ロータリー

文        庫

◎「他人の金で奉仕をするという虚構」
 佐藤千壽ＰＧ遺稿　2009　8ｐ（Ｄ.2790月信）

◎「ロータリーを見直そう」　
 千　玄室　2008　8ｐ（Ｄ.2650地区大会）

◎「識字率あれど識智力のない日本」
 佐藤千壽・深川純一　〔2008〕　18ｐ（Ｄ.2680地区大会）

◎「決議23-34そのその存続の危機」　
 田中　毅　2008　12ｐ（Ｄ.2710IM報告書）

◎「ロータリー理解推進月間にあたって」　
 戸田　孝　2009　1ｐ（Ｄ.2660月信）

◎「ロータリー理解推進月間（ロータリーの広報を考える）」
　 塚原房樹　2009　2ｐ（Ｄ.2510月信）

◎「ロータリー理解推進月間」　
 足立功一　2009　12ｐ（Ｄ.2500月信）

◎「ロータリー理解推進月間によせて」
 三軒久義　2009　1ｐ（Ｄ.2640月信）

[  上記申込先：ロータリー文庫（コピー/ＰＤＦ）]

̶̶ ロータリー情報として ̶̶

　米山功労者ご紹介 ご協力を感謝致します

米山功労者 石井　昭久君 東京八王子西 09. 2.13 4
 清水　安紀君 東京小金井 09. 2.17 4
 福手　健夫君 東京銀座新 09. 2.18 1
 太田　一良君 東京城西 09. 2.18 1
 藤井　俊一君 東京銀座 09. 2.26 1
 幸野　　仁君 東京たまがわ 09. 2.26 3
 東海林　和彦君 東京たまがわ 09. 2.26 3
 原　　忠昭君 東京たまがわ 09. 2.26 4
 山根　祥利君 東京たまがわ 09. 2.26 7
 上條　正夫君 東京南 09. 2.27 8
 久邇　邦昭君 東京南 09. 2.27 3
 酒向　俊爾君 東京南 09. 2.27 4

　新ベネファクターご紹介 ご協力を感謝致します

 勝山　義晴君 東京品川中央 09. 2.6
 黒須　弘道君 東京八王子西 09. 2.6
 鈴江　辰男君 東京京浜 09. 2.13
 知念　昭男君 東京国分寺 09. 2.13
 山内　千枝君 東京国分寺 09. 2.13
 和田　剛二君 東京南 09. 2.27
 鈴木　隆一君 東京シティ日本橋 09. 2.27
 水野　　貞君 東京成城新 09. 2.27
 竹内　　健君 東京小金井さくら 09. 2.27

 ◎ 立石　信義君 東京南 09. 2.27
  渡邊　　顯君 東京南 09. 2.27
 ◎ 柴田　和子君 東京レインボー 09. 2.27
 ◎ 安田　松慶君 東京銀座 09. 2.27
  上川　明久君 東京シティ日本橋 09. 2.27
 ◎ 福井　貞夫君 東京恵比寿 09. 2.27
 ◎ 波多野　容子君 東京恵比寿 09. 2.27
 ◎ 井上　象英君 東京恵比寿 09. 2.27
 ◎ 奥野　誠也君 東京日野 09. 2.27
 ◎ 岩井　幸三君 東京立川こぶし 09. 2.27
  片桐　由行君 東京立川こぶし 09. 2.27
 ◎ 草野　興三君 東京立川こぶし 09. 2.27
 ◎ 篠　　武士君 東京立川こぶし 09. 2.27
 ◎ 上原　義昭君 東京立川こぶし 09. 2.27
  山﨑　　功君 東京立川こぶし 09. 2.27
 ◎ 矢澤　興司君 東京立川こぶし 09. 2.27

  中島　　武君 東京武蔵府中 08. 8.22
 ◎ 楠瀬　令倖君 東京立川 08.12.26
  中野　晴一君 東京立川 09. 2. 6
 ◎ 橋本　脩一君 東京築地 09. 2.13
  ガード・ドロッセ君 東京広尾 09. 2.13
 ◎ 榎本　又郎君 東京成城新 09. 2.13
 ◎ 深澤　　修君 東京日本橋東 09. 2.20
  石山　俊彦君 東京日本橋東 09. 2.20
  阿形　　明君 東京南 09. 2.27
  秋山　政徳君 東京南 09. 2.27
 ◎ 藤原　有三君 東京南 09. 2.27
  畠中　一浩君 東京南 09. 2.27
 ◎ 上條　正夫君 東京南 09. 2.27
  衣川　豪一君 東京南 09. 2.27
  大場　正成君 東京南 09. 2.27
 ◎ 尾木　　徹君 東京南 09. 2.27
  大内　正司君 東京南 09. 2.27
 ◎ 佐藤　尚巳君 東京南 09. 2.27
 ◎ 島　　幸俊君 東京南 09. 2.27

　ポール・ハリス・フェローご紹介 ご協力を感謝致します
◎はマルチプル

会長・幹事会 [ 2009.2.18 ]

RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会 [ 2009.2.18 ]

本 会 議 [ 2009.2.19 ]

特集：2008－09年度 地区大会 ̶ inグアム写真集 ̶

いよいよグアムでの地区公式行事がスタート！

公式行事がスタート 蔡  煕 秉 RI会長代理の講話 決議事項を会長・幹事へ報告 プールサイドでカクテルレセプション（写真左：新藤ガバナー夫妻とバン・シェリー 大会実行委員長）

『ようこそ！RI会長代理ご夫妻』 乾杯！ 蔡  煕 秉RI 会長代理の挨拶日韓両合唱団によるコンサートや国際マジカルパフォーマンス

新藤ガバナー年度 最大の行事が華やかに開催されました。

李 東 建 RI会長ご夫妻のメッセージ（モニター画像） 蔡  煕 秉RI会長代理のRI現況報告 新藤ガバナーの地区現況報告 第3650地区 張 晟 鉉ガバナーの挨拶

チャモロ伝統の「開会の祈り」 バン・シェリー大会実行委員長歓迎の言葉

PBGによるプロジェクトの報告 本会議会場のドッグレース場跡地 PBGの子供たちによる歌や民族ダンス

日野皓正クインテットのジャズコンサート久邇ガバナー．エレクト（左）
辰野ガバナー・ノミニー（右）の紹介

PBG 新世代による活動報告（マリアナローターアクトの事業紹介など）

蔡  煕 秉 RI会長代理ご夫妻歓迎の地区大会前夜祭が開催されました。

　本会議終了後の「ディナーパーティー」では鏡開きに始まり、PBG
より蔡 煕 秉RI会長代理と新藤ガバナーへ贈り物(記念品)が渡され、
国際交流豊かに開催され、成功裡に今大会を締めくくりました。

ディナーパーティー [ 2009.2.19 ]

→

→



Rotary International

http://www.ri2750.org/

INDEX
ガバナーメッセージ

特集：2008－09年度 地区大会 －in グアム写真集－

（続）in グアム写真集／文庫通信／寄付報告

出席報告／編集後記

　今年度も3ヶ月を余すだけとなりました。
　一年で、この3ヶ月こそが、過去から未来へ
続くクラブの歴史を確固たるものにできるか
どうかの大切な要の時期です。

　D．K．Lee RI会長は、最近の書簡の中で、日本の会員増強・維持
の現状を心配しておられます。
　会員基盤の強化を「数」として考えた場合、残念ながら今年度
もこれまでの流れと変わらず、会員減少に歯止めが掛かってい
ません。2月の後半に入り、5つのクラブから12月の会員数が訂正
され、退会者が12名追加されました。従って、12月末に99名では
なく111名の退会者が出たことになります。「6月末を基準」とし
て集計すると、226名の新会員の入会がありましたが、退会者は
245名となり、とうとう12月末現在、純減19名となってしまいま
した。5月末に55名の退会者、12月末に111名の退会者を出したと
いう現実を重いものと受け取らなければなりません。
　退会の原因はいろいろ考えられますが、外部的な要因よりは
内部的要因を問題にする必要があると思います。会長始めクラ
ブ指導者は一人ひとりの会員の状況を正確に把握し、理解して
下さい。長期欠席者をそのままにしていないでしょうか。
例会を休みがちな会員の中に、ロータリー活動を続けるかどう
か迷っている方がいないでしょうか。
毎年6月と12月の節目の時期になると、何故退会者が多く出てし
まうのか、もう一度この時期に話し合ってみて下さい。

　清原会員増強･拡大委員長の今月のウェブサイト上の委員会
活動通信の記事を是非お読み下さい。ロータリーの原点は「思い
やりのこころ」です。そしてロータリーとは、職業倫理を重んじ
る実業人、専門職業人の集まりですから、何よりも大切なのが
「職業倫理」です、と述べています。会員基盤の強化は一人ひとり
の問題です。
　今こそ、例会や炉辺会合といったロータリーの日常の中で、会
員同士がお互いに刺激し合って、意識的に職業倫理を育てるこ
とが大切です。ロータリーの会員基盤の強化はロータリアンの
職業倫理の強化なくしては実現できません。

　標準ロータリー･クラブ定款第5条に四大奉仕部門が規定さ
れ、国際ロータリーの長期計画の7つの優先項目のひとつとし
て、ロータリー独特の職業奉仕の取り組みを強調している今、も
う一度、クラブにとって職業奉仕とは何なのか、一人ひとりのロ
ータリアンにとって職業奉仕とは何なのか、を真剣に考える時
期です。
　「職業奉仕に関する声明」に「職業奉仕は、ロータリークラブとク
ラブ会員両方の責務である」とあります。そして、クラブ会員の役割
の一つに、ロータリーの原則に沿って「自らと自分の職業を律する
こと to conduct themselves, their businesses and their professions」
とあります。ロータリアンが自ら職業人としての人格･品性を磨
き上げる責務があることを意味しております。ここに会員基盤
の強化と職業奉仕の関係についてのヒントがあります。

　シェルドンの商業資本主義の時代と自己中心的な拝金主義が
横行する金融資本主義の今とでは職業奉仕は違ってきていま
す。「自らと自分の職業を律すること」が今ほど会員に求められ
ている時期はありません。顧客や職業に関係した人に対する対
外的なサービスによって、結果として職業倫理が高められて行
きますが、会員自らが職業人として、「自らと自分の職業を律す
る」ことが大前提となります。
　一言で「職業奉仕は職業を通じて社会に奉仕すること」といい
ますが、その繰り返しの中に自己研鑽と自己反省の反覆がなけ
ればなりません。自らの職業を通じて「自己実現をしながら」社
会に奉仕するのでなければなりません。ここにロータリアンと
しての生き甲斐を見いだすことができるのです。これが、結果と
して会員維持に繋がるのです。
　一方クラブは、会員基盤を強化するという意味で「質の高い職
業人」を育てる工夫を意識的に考える必要があります。クラブの
役割として、模範例を示すことや、会員の職業を生かすようなプ
ロジェクトを開発しなければなりません。職業奉仕におけるク
ラブと会員の各々の役割の違いを明確に把握することが大切で
す。会員の数をいくら増やしても、このことができなければ会員
基盤の強化に繋がりません。あと3ヶ月、会員基盤強化のために
何をなすべきか、お互い真剣に考えましょう。
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再び会員基盤の強化を!  ̶ 職業奉仕との関連で ̶
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ガバナーからのお知らせ
　2009年5月7日（木）、地区親睦委員会主催の第一回「趣味の交流
会」を開催致します。
2008－09年度活動報告と「囲碁」「コーラス」「自動車」を中心とし
た親睦の会です。
　ロータリークラブの新しい活動の場を広げるとともに、クラブ／
地区を越えたロータリーの新しい交流を築くきっかけを作ること
を目的としております。
　主なプログラムは、市ヶ谷日本棋院での「囲碁大会」とホテルオー
クラでの次世代自動車とクラシックカーの展示を交えた「講演：環
境を考える次世代の自動車」及び「クラブコーラス」です。
多くのロータリアンの参加を期待しております。
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　WBC（野球国際大会）で、日本チームが優勝したことは、大変盛上がり
喜ばしいニュースとなりました。　我が第2750地区の「グアム地区大
会（グアム地区大会は10年に一度）」も国際交流豊かに開催され、その盛上が
りの様子を特集として今号の2ページに掲載しております。
　3月10日（火）・11日（水）には次年度（2009－10年度）のPETSが開催
され、さらに4月21日（火）には地区協議会が開催されます。

いよいよ2009－10年度への準備が本格化してきました…。
地区ホームページにそれらの様子を掲載する予定となっております。

　新藤年度の年次報告書作成も第1回の会議があり、動き出しました。
また皆様への寄稿依頼等もありますので、引続きご協力をお願い申し
上げます。

2008－09年度 ガバナー月信・IT委員会 委員　竹平　時彦（東京大森RC）

雑 誌 月 間
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